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三
〇
七
単
位
自
治
会
か
ら
な
る
自
治

会
連
合
会
が
発
足
し
て
、
3
年
が
経
過

い
た
し
ま
す
。
今
日
ま
で
、
各
々
の
組

織
が
歴
史
と
運
営
が
異
な
る
中
で
活
動

に
戸
惑
い
も
お
き
ま
し
た
が
、
自
治
会

長
・
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
、
活
動
の
基
軸
で
あ
る
「
安

心
・
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
か
っ
て
、
一
体
感
を
持
っ
た
活
動

へ
と
一
歩
ず
つ
歩
き
は
じ
め
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
関
係
の
希
薄
化
が
進
行

し
、
ま
た
、
住
民
意
識
・
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
り
、
住
民
合
意
形
成
の
難
し

さ
や
住
民
の
事
業
参
加
の
低
下
、
自
治

会
役
員
の
選
出
に
難
航
し
て
い
る
自
治

会
も
お
き
て
い
ま

す
。
一
方
、
地
域

社
会
に
お
い
て

は
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
中
で
住
民

同
士
が
協
力
し

「
支
え
合
う
」
必

要
が
増
し
て
き
て

お
り
、
自
治
会
の

役
割
と
力
が
今
日
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い

る
時
は
な
い
と
強
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
の

自
治
会
活
動
で
あ
り
、
自
治
会
役
員
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
然
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
問
題
全
て
を
行
政
に
依
存
す

る
環
境
に
は
困
難
が
あ
り
ま
す
。
難
し

い
け
れ
ど
も
、
地
域
社
会
の
舵
取
り
役

で
あ
る
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
で
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
生
活
圏
を
行
政
と
一
緒(

協
働)

に
知
恵
を
出
し
て
、
創
り
あ
げ
て
行
く

「
活
動
を
振
り
返
り
更
な
る
前
進
を
!!
」

時
代
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
自
治
会

連
合
会
は
次
の
事
項
を
中
心
に
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

・
地
区
自
治
会
の
組
織
体
制
づ
く
り

・
単
位
自
治
会
要
望
の
行
政
実
行
促
進

・
行
政
情
報
の
住
民
へ
の
伝
達

・
自
治
会
加
入
促
進
政
策

・
防
犯
組
織
体
制
づ
く
り
と
活
動

・
環
境
美
化
活
動

・
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
の
活
動

・
行
政
各
種
審
議
会
等
へ
の
積
極
的
参
画

各
項
目
に
は
課
題
も
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、そ
の
対
応
に
は
ス
ピ
ー
ド
を
持

っ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
組
織
も
活
動
の
反
省
を

す
る
事
に
よ
り
前
進
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
自
治
会
は
地
域
社
会

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
な
が

ら
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
前
進
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自治会連合会長

杉田　友司
▲地区防犯研修会（西貝地区）

▲竜洋駅伝大会（竜洋支部）

▼フェスティバル豊田（豊田支部）

▲合同敬老会（福田支部 7番組・15番組）

▼ジュビロフェスティバル（豊岡東地区）



▲第2回推進地区会議
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増
加
す
る
在
住
外
国
人
市
民
と
の
共
生

に
自
治
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

多
文
化
共
生
社
会
取
組
推
進
地
区
会
議
を

設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
支
部
の
中
で
外
国
人
が
多

く
居
住
す
る
地
区
を
代
表
と
し
て
選
出
し
、

課
題
の
把
握
や
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と

と
も
に
行
政
や
他
団
体
と
協
力
、
連
携
し

な
が
ら
、
外
国
人
と
の
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
の
た
め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。

９
月
の
第
１
回
会
議
で
は
、
各
地
区
が

戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
あ

っ
た
手
法
で
取
り
組
み
始
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

12
月
の
第
２
回
会
議
で
は
、
各
地
区
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

版
広
報
の
配
布
や
声
か
け
活
動
に
取
り
組

み
、
少
し
ず

つ
顔
が
見
え

て
き
た
様
子

が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
根

気
強
く
継
続

し
て
取
り
組

み
が
行
わ
れ

て
い
き
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
取
組
推
進
地
区
会
議 

多
文
化
共
生
社
会
取
組
推
進
地
区
会
議 

まちづくり活動アルバム まちづくり活動アルバム 

通学合宿 環境美化行動 

ポスターコンクール 

地域づくり 
環境部視察研修 

自治会長研修会 

▲ポルトガル語版広報紙を活用
しよう

▲顔の見える関係づくりをしましょう

▼地区会議選出地区 

選出自治会 
今之浦地区 

南地区 

西地区 

井通地区 

オブザーバー参加 

 

支部名　 
磐田支部　 

福田支部　 

竜洋支部　 

豊田支部　 

豊岡支部※ 
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富
岡
東
地
区
自
治
会
が
昨
年
7
月
14
日

に
富
岡
東
地
区
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
発
足
し
ま
し
た
。

発
足
式
で
は
参
加
者
全
員
で
宣
言
文
を
読

み
上
げ
、「
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
誓
い
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
富
岡
東
地
区
の
各
団
体
が

協
力
し
あ
っ
て
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
、
防
犯
活

動
を
自
治
会
事
業
の
一
環
と
位
置
づ
け
る

た
め
発
足
し
ま
し
た
。

磐
田
支
部
以
外
で
は
初
の
地
区
防
犯
組

織
の
設
立
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
各
支
部

に
も
設
立
を
推
進
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
す

TOPIXTOPIX 防犯まちづくり 防犯まちづくり 防犯まちづくり 

豊
岡
東
地
区
自
治
会
が
昨
年
12
月
6

日
に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。

出
発
式
は
、
年
末
の
全
市
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
初
日
に
併
せ
開
催
さ
れ
、
地
区

住
民
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
の

後
、
3
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
地
区
内

を
巡
回
し
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
、
犯
罪
抑
止
効
果
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
豊
岡
支
部
内
の
自
治
会

で
は
初
と
な
る
導
入
を
試
み
ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
装
備
車
両
は
、
遠
く
か
ら

で
も
よ
く
目
立
つ
こ
と
か
ら
広
域
的
な

犯
罪
抑
止
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲地区自治会で開催した出発式

豊
岡
東
地
区
で

豊
岡
東
地
区
で 

青
色
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

ル
開
始
！ 

豊
岡
東
地
区
で 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
！ 
富
岡
東
地
区

富
岡
東
地
区 

安
心
安
心
・
安
全
安
全 

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
発
足

会
議
発
足
！ 
富
岡
東
地
区 

安
心
・
安
全 

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
発
足
！ ▲見守りボランティアのみなさん

▲豊田東小学校体育館で開催した発足式▲通学路に立って子どもたちの下校を
見守っています

▲３台の車両が一斉に地区内パトロールに出発

◆活動方針
・私たちの地域は、警察や行政に頼ること
なく、「地域の安全・安心は地域で守る」
という考え方に立脚し、防犯活動を自治
会事業の一環として位置付ける。
・地区内の組織や住民が防犯活動に参加す
る体制を確立する。
・最も被害に遭いやすい子供たちの、登下
校時等のパトロール活動を実施する。
・防犯活動をとおして、防犯意識の高揚と、
地域内の事件・事故防止に努め防犯環境
づくりを推進する。

機動力で防犯！
地域住民の安心安全を目指し、青色防犯パトロー
ル隊を編成し巡回を始めました。当地区は人家が
分散し防犯灯も少ない田舎の地域ですから機動力
を優先した手法を採らざるを得ません。おかげさ
まで役員のみなさんが率先し
て車を提供し、編成隊の人材も
確保し頑張っています。防犯意
識の象徴として大いに意気が
上がっています。

▲豊岡東地区
乗松地区長



編 編 

集 

後 

記 

自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ

自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す 

自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す 
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「
協
働
」
･
･
･
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

こ
れ
は
そ
の
文
字
の
つ
く
り
が
示

す
よ
う
に
、
三
つ
の
力
を
足
し
て

人
が
動
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
号
で
は
、
自
治
会
連
合
会
の

今
年
度
の
動
き
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
連
合
会
の
主
張
を
増
幅
し
、

事
業
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
支
所
に
担
当
職

員
を
置
い
た
り
、（
仮
称
）
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
を
制
定
し
、

事
業
を
推
進
す
る
計
画
と
の
こ
と

で
す
。
協
働
の
主
体
と
な
る
市
民

（
自
治
会
）、
行
政
、
議
会
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
相
互
信
頼
の
も
と

確
か
な
情
報
の
共
有
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
よ
り
が
、

確
か
な
情
報
を
市
民
に
お
届
け
す

る
一
助
と
し
た
い
と
念
願
し
て
お

り
ま
す
。

編集委員長

村松伸洋（上神増）

生
活
道
路
や
水
路
等
の
改
修
に
係
る

自
治
会
要
望
の
実
施
率
向
上
に
向
け

て
、
本
会
で
は
継
続
し
て
市
に
申
入
れ

を
し
て
き
ま
し
た
。
10
月
23
日
（火）
、
に

は
、
正
副
会
長
６
名
で
市
長
・
副
市
長

と
面
談
し
、
各
自
治
会
の
思
い
を
伝
え

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
今
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
追
加
し

て
対
応
す
る
と
し
て
、
市
議
会
11
月
定

例
会
に
お
い
て
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
は
補
正
予
算
で
は
な
く
、
当
初

予
算
の
中
で
効
率
的
に
工
事
を
実
施
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治
会
加
入

の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
自
治
会
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

普
段
は
、
新
し
く
磐
田
市
へ
引
越
を

し
て
き
た
方
を
対
象
に
、
市
民
課
の
窓

口
に
て
、
配
布
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
お
い
て
も
、未
加
入
者
等

へ
の
説
明
な
ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
務
局

（
自
治
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▲自治会の熱い思いを伝えます

12
月
11
日
（火）
、
杉
田
会
長
以
下
６
名

の
役
員
で
、
市
議
会
の
正
副
議
長
に
議

員
定
数
の
削
減
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
静
岡
県
内
で
法
定
定
数
の
上
限
を

定
数
と
し
て
い
る
市
が
本
市
だ
け
で
あ

る
こ
と
、
②
行
財
政
改
革
に
よ
る
ス
リ

ム
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
議

会
に
お
い
て
も
ス
リ
ム
化
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

役
員
会
の
中
で
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
市
議
会
の
動
き
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

市
議
会
議
員
定
数
の

削
減
を
要
望
し
ま
し
た

自
治
会
要
望
の
実
現
に

向
け
て
市
へ
申
し
入
れ

▲自治会加入のご案内

▲河島議長・高安副議長に要望書を手渡す杉田会長


